h HEF 


165 strains consisting of the same 143 isoiates used in the experiment of the first report 
(J. Jap. Assoc. Inf. Dis., Vol. 45, No. 10), of 12 indicators (W1-W12) for this method 
and of 8 indicators (G1-G8) and 2 type strains (Ty. 1 and Ty. 16) for Gillies-Govan 
method. From these strains the "la" colonies were isolated, and slant cultures of them 
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Abstract 


Pyocine typing was carried out by the method of Darrell-Wahba using the total of 


were used for typing. 
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Results of the first typing : 15 strains of Type B2, 8 of non-producer, 4 of Type 
L, 2 of Type B1, one each of Types B3, B4, K and P, and 132 of unclassifiable strains. 
Among 132 unclassifiable strains, 44 patterns were represented by 1 strain each, 10 
patterns by 2 strains, 3 patterns by 3 strains each, and the remaining 7 patterns were 
observed in the group of 12, 12, 11, 10, 6, 4 and 4 strains respectively. 

Next, the second typing and the cross experiments were done using 70 strains 
classified in the definite inhibition pattern or in the group of strains representing two or 
three patterns appearing similar. Different results obtained from the typing are shown 
in Tables 1, 3, 4, 9, 7, 8 and 10, and the results of cross reactions in each group are 
summarized in Tables 2, 6, 9 and 11. About 5 months later, the third typing of 
the 70 strains mentioned above and the second typing using the remaining 95 strains 
were performed in order to detect reproducibility of the results. These results as 
for the third typing are shown in Tables 1, 3, 4, 5, 7, 8 and 10, and those as for the 
second typing are shown in Tables 12 and 13. 

The results are summarized as follows : 

l. Forty-five out of 70 strains were judged to be reproducible through three times 
of typing ; fourteen strains were typed as B2, but 8 patterns were observed in the group 
of 11, 6, 4, 3, 2, 2, 2 and 1 strains respectively. 

2. In contrast with the results above, only l9 strains were observed as "reproducible" 
among 95 strains retyped 5 months later. Four strains among them showed inhibition 
against W10 alone, while 3 were non-producers, and other 12 strains showed 11 different 
patterns which were not to be found in the typing schema. 

3. Applying “Mayo types" of Zabransky and Day, 53 out of 70 strains were found 
typable and reproducible ; 18 strains were typed as B, 16 as D, 13 as F, and the 
remaining 3, 2 and lstrains showed each 3 kinds of patterns being different from 
“Mayo types". Among 95 strains typed twice, 20 strains were found to be reproducible. 
They were consisted of Type D, re ented by 3 strains, of Type B and Type P 
represented by lstrain each, of 7 strains of non-producer and of 8 strains representing 6 
different patterns respectively as far as the indicators W1-W8 were used. 

4. Different inhibition was observed in indicators W5 and W7. From this point of 
view the present authers can not agree with Zabransky and Day who have omitted 
W7 in the Mayo typing method. 

5. In the cross experiments, most strains in each groups which had been selected 
by the first typing did not show the cross reactions, To discuss ヾ cross immune" within 
any pyocine type or between types showing similarity in inhibition patterns, further 


careful investigations are necessary. 


緒 T 
彼 検 株 の 平板 培地 直径 上 培養 に よる 産生 ピオ シン が , Wahba (1964) と Gillies and Govan (1966) こよ 
特定 の 指示 菌 セッ ト に 対し て 示す 発育 阻止 ざ タ ー ン る 2 種 が 報告 され て いる . 1, 2 報 と し て 述べ た よう 


を 利用 し た ピオ シン 型 別 法 と し て は , Darrell and に 後 法 に つい て の 基礎 的 検討 は 一 応 終了 し , 既に それ 
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ぞ れ 実験 を 開始 し て いた 吉川 と 村上 も , その 人 後 条 件 を 
合わ せ て 型 別 を 行ない , 本 研究 の 企画 時 に は 前 者 は 実 
験 を 終了 し (1970), 後者 は な お 継続 中 で あっ た (1970). 
わが 国 に お ける Darrel-Wahba 法 の 追試 報告 は 
正しい 意味 で は Matsumoto, Tazaki and Kato の 
報告 (1968) の ほか に は み ら れ ず , とれ に つぐ も の と 
し て 前 記 古 川 が Gilties-Goyan 流 と 併行 実施 し た 成 
績 を 知る の み で ある . Matsumoto et al. の 論文 で は 
B 型 特に B2 弄 。D 型 。 下 弄 の 問 度 が 高い と の 記述 は あ 
る が , RERS dicU CU LES dvIERBB YO 
訪 で 表現 され , し か も 原 表 の 型 に 合致 し た も の は み ら 
れ な い . 二川 の 第 1 実験 で は 100 株 の うち 86 株 が 原 表 
DANCA RA, 約 6 ケ月 後 ま で 保存 きれ て いた 279 
株 に つい て の 検討 の 結果 で は 数 株 に つい て 一 部 の 条件 
で 原 表 に 示さ れ た 発育 阻止 パタ ー ン が み ら れ た の み で , 


HW m 


Haak Darrell-Wahba の ビオ シン 刑 別 用 指示 
ER 12k GC HERUM 4E. 5 月 信州 大 学 医学 部 細 男 学 教室 より 


分 字 さ れ た も の で , これ ら は 産生 南 と し て も 使用 し た . 


個 そ の 菌株 名 は 古川 の 論文 1970) 表 1 に 示さ れ て い 
る が , 本 報 で は 同 表 の 順に Wi 一 W12 と 略記 する . 分 
Haid L Til 1 報 と 同じ 143 株 を 用 い , Gillies-Govan 
法 指 示 隙 8 株 (以下 G1 一 G8) と 型 標準 株 2 株 (Ty. 
1,Ty.16) b HARCHA X. 


と これ ら の 菌株 の うち 2 IKCA L71214 と G1 一 G8, 


Ty.1, Ty.16 は 同 実験 に 使用 し た 1a 型 集落 を 別途 軟 
楽天 高層 で 室温 保存 し た も の , 残る 22 株 と W1 一 W12 
普通 寒天 斜面 に 継 代 保存 され た も の を 出発 材料 と し 
た . いずれ も 有 昭和 44 年 4 月 下旬 一 遇 普通 定 天 平 坂 に 分 
HE, 塩野 谷 , 本 間 (1968) Ola WERN I 0 KO 
ANCE R, 1 夜 培 着 後 は ゴム 栓 を 施し て 室 温 に 保 
E, 必要 に 応じ て うち I 本 より ブイ ョ ン 境 状 を 行なっ 
て 産生 北 ま た は 感受 性 刺 と し て 使用 , 第 2 の 斜面 は 約 
6 カ月 後 の 型 別に 利用 し た . 


EU 


実 ER 


初回 の 型 別 成績 : 供 試 し た 16540 2 b EXEC ERR 
され た 型 に 合致 し た の は 3833 株 で あっ た . その 型 と 所 属 
株 名 を 列記 する と , B1 型 ・ No.96, 97,B2 型 ・ No.27, 
38, 43, 44, 48, 61, 70, 86, 100, 102, 112, 132, 
156, 157, Ty.1lO15Rk, B31 : No. 76, B45 : No. 
87, KO : No. 133, LH : No. 15,110,122, 151, Pt 


の 後 の 供 試 株 で も 大 多数 は 原 表 に な い パ ター ン を 示 
lou uis. 

ビオ シン 産生 温度 と し て Gilties-Govan 法 で は 82? 
C を 用 いる の に 対し て , Darrell-Wahba ik Clm 
類 の 培養 に 広く 用 いら れる 37°C を 採用 し て お り , Z 
の 点 は ピオ シン 型 別 を 小 検査 室 ま で に も 普 友 させ る と 
cv じ だ 人 UKRG 一 つの 利島 こえ られ る ⑳。 で で で 
われ われ は 上 記 古 川 に よる Darrell- Wahba 法 の 劣性 
は 承知 し つつ も , さら に 同 法 に 対し て の 検討 を 継続 し 

て みる と と と し た . 木 報 に お いて は , 1 報 以 米 の 供 試 
HERCE LTE A, さら に 一 部 の 菌株 に つい て 
は 再現 性 と 交叉 試験 を 実施 し た 成績 (第 23 回 日 本 伝染 
病 学 会 西日本 地方 会 総会 に 報告 ) と , その 約 5 カ月 後 
に 行なっ た 供 試 全 株 に 対す る 再 型 列 結果 と に つい て の 


べ る 


方 X 


(1954) と 教室 に お ける Abbott and Shannon の コ 
リシン 型 別 法 の 経験 か ら 下 記 の よう 実施 し た . ト リ 
プ ト ソ イ 寒 天 培 地 (※ 米 研 ) に ヨー ド 酢 酸 を 10-? モ ル , 

lb Seg o 0390 crm ND pe 
0. 125 LESE XUL LEADZ, 内 径 7.5cm の シャ ー 

レ に 7~8m の 厚 さ と な る よう に 分 注 し て 固化 させ る . 
その 直径 上 に 被 検索 の ブイ ョ ヨン 1 夜 培養 を 2 30m 
Hk, 37?C 24 時 間 培 養 後 シ ャ ー レ の 甘 に 光 紙 を お いて 
クロ ロホ ルム 如 理 30 分 , 団 怠 除去 . クロ ロホ ルム 女 理 
804, P'EUCREXU, シャ ー レ の 蓋 を や や 開い て クロ 
NE EE. moo Ud 
4 ERR z- Boo E38 c grt 1288 3572 D 6 X 
ずつ 上 画 線 塗 抹 , CAIRO CETERI AR 
L7z.uEfdOsUgRQR OD y yW pH H o EORI, 
1968 参 昭 ) で 行ない , 型 の 判定 は Dr.A. H. Wahba 
A 0 UAE ED Bd ONEC RS DAE C, 
197000 3€ 1 ) に 従っ た . 


成 績 


: No. 103, JEPEAE : No.21, 22, 69, 75, 142, 148, 


G3, G7 と な る . 残る 132 株 で は 指示 菌 発育 阻止 パタ ー 
ン が 64 種 み ら れ , うち 44 種 は 1 株 ずつ が 示し た も の で 
あ っ た . 複数 株 が 属し た パタ ー ン の 柱 類 を あげ る と 12 


Wd 0028 C5, 7 参照 ), 1R 10ER, 6 株 が 示し 


こそ れ ぞ れ 1 種 ( 表 10, 8, 4 参照 4 株 ずつ の 2 種 
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(X5, IS), 3 株 の 3 種 . 2 株 の 10 種 (いずれ も 


表 13 参 照 ) で あっ た . と れ ら 原 表 に み ら れ な い パ ター 

ン と 所 属 株 名 に つい て は 続い て 行なっ た 交叉 試験 時 の 
現 別 成績 また は 再 検 成 績 と と も に , それ ぞ れ の 項 で 記 
述 ま た は 表示 する . 

同一 また は 近似 の パタ ー ン を 示し た 株 の 交叉 試験 と 
再 型 別 成績 : 前 項 で 比較 的 多数 株 が 属し た パタ ー ン の 
うち 類似 し た も の は まとめ て 4 つの 菌 衝 を 設定 , AB 
内 の 交叉 試験 と 型 別 を 実施 し た . 以下 型 別 成績 の 表示 
に 際 し て は 次 項 で の べ る 第 3 回 型 別 成績 も 含め て 記載 
する . 

第 1 群 は 所 属 除 数 が 最も 多く , 原 表 に も み ら れ る 
B2 型 の 15 株 で あっ た . 型 別 成績 は 表 1 の よう No.157 
の W7 だ 対す る 阻止 が 欠け た ほか は よく 合致 し て いた . 
交叉 反応 は 表 2 に 示す 1i1 の 組合 わせ に 現われ た の み で , 
No.27, 38, 43, 44, 70, 100, 112, 132, 156, 157, 
Ty.1l の 11 株 相互 問 に は 全く 反応 を 認め ず , 交叉 免疫 
が 成立 し て いる と の 所 見 で あっ た . 

第 2 群 と し て W1, 2, 5, 6, 7, 9, 10 た 阻止 を 示し 
た 12 株 (No.2, 3, 4, 5, 41,58,65,123,135,136, W3, 
W42, と れ だ 類似 し た も の と し て W4 に も 作用 し た 6 
株 (No. 42, 62, 78, 101, 143, 144) と W111 へ の 阻止 


Table 1. Different inhibition patterns 
observed by the second and the third typing 
of Group 1 (Type B2). 


Strains | Patterns x 

273) | キキ キー キキ キー キキ ーー 
38(3) エキ ーーー キ ー エ エー 一 
43(3) ー キ キー キー キーー キ ーー 
44(3) ー 二 キー キキ エキ ーーー キー 一 
86(3) ー キ ー キ ーーーーー 一 キー 
102(3) ー ト トー ナナ トーー キ ーー 
112(3) キーーーー キ ーーー エ キー 一 
132(3) Iliad euer deno 
156(3) キキ ーー キキ キーー キ ーー 
157(2,3) + トナ キー キ + トト ーーー キ +ーー 


Numbers in parentheses indicate the number 
of typing (They are used in the other tables 
excepting Tables 2, 6, 9, 11, 12 and 13). 

※ Signs (inhibition and no inhibition) are 
arranged in the following order of indicators : 
M8, B10, SI7, B26, B39, A52, 8/39, 10/55, 
M283, 577, 584 and 593 (designated as W1-W12 
in this report). | 

Strains 48, 61, 70, 100 and Ty. 1 were repro- 
ducible. 


x Æ Feb 浦 iE HH 


Table 2. Cross reactions among strains of 
Group 1 (Type B2) 


Producer Sensitive strains 
strains 48 61 86 102 
38 ー = ーー + 
43 zA a 
61 ー = + 一 
100 + 一 一 + 
132 | d. ee Wes xe 
156 | ー = — + 
157 | — + + cx 


が 加わ っ た 4 株 (No.66, 74, 146, 152) の 計 22 株 を 
対象 と し た . 中 心 群 で ある 12 株 の 型 列 結果 は No.65 が 
WS だ 非 作 用 と な っ た の を 除け ば すべ て 初回 と 一 致し 
て いた ( 表 3). 他 の 2 群 で は 表 4, 5 に 示す よう に , 
No.42, 62, 78, No.66, 74, 152 に お いて 同じ く W5 
へ の 作用 が 消失 , No.144 で は W4 へ の 阻止 が 認め られ 
な く な り 12 株 の パタ ー ン と 同一 と な っ た . 交叉 試験 の 
結果 は , 12 株 と 4 株 の 群 と No.144 (上 記 W4 へ 非 作用 ) 
の 間 で は 全く 反応 が な く , 6 株 群 か ら こ の No.144x 
除い た 5 株 の 産生 ピオ シン は 表 6 の よう に 12 株 群 の 5 
株 と 4 株 群 の No.66C 作 用 し た . 

つい で 第 3 群 に は W1, 3, 5, 6, 7, 9, 10 に 阻止 を 
示す 12 株 CNo.77, 80, 94, 104, 106, 107, 109, 121, 
129, 140, 145.G わ と 上 記 指 示 爾 の うち W6 に 対す る 作 
用 を 欠く 10 株 (No.6, 7, 16, 24, 32, 92, 99, G6, 
W2,W6) の 計 22 株 を 用 いた . 再 型 別 の 結果 は 表 『7, 
8 に み ら れ る よう た , 第 1, 2 群 と 異な っ て 指示 菌 に 対 
する 阻止 に か な り の 変動 が あっ た . €no4dEREBI 
に 初回 と 異な っ た 成績 を 示し た 菌株 名 と し て 列記 する 
L,W1:No.145, W4: No.94, 104, 106, 107, 129, 
140, 145, No.7, 16, 24, 32, 99, G6, W6, W5: 
No.77, 80, 109, 121, G4, No.6, W6: No. 77, 
80, 129, No.6, 7, 24, W7 : No.80, 145, No.6, G6 
と な る . 交叉 試験 の 結果 で は No.94 の 産生 ピオ シン が 
No.104, 106, 107, 121, 129, 145, G4, No. 6, 7, 
We の 10 株 に 対し て と 広範 に 作用 し た ほか , 表 9 に 示 
し た よう だ 5 株 の ピオ シン が 6 株 に 対し て 8 カ所 で 作 
用 し た が , 12 株 群 の No. 80, 94, 104, 106, 10 株 群 
の No.7,92 を 除く 16 株 相互 問 は 完全 に 無 反 応 で あっ た . 
第 4 EECIXWI, 2, 3, 5, 6, 7, 9, 10 を 阻止 し た 
11 株 (No.9, 17, 30, 31, 33, 34, 51, 98, 126, 147, 
154) の み を 供 試し た . 型 別 成績 に は 第 3 群 ほ ど で は 
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Table 3. Different inhibition patterns 
Observed in 12 strains of Group 2 
Cebepescscpepepec pepe uen) 


Strains Patterns 
A(3) キキ ーーー キ キー キキ ーー 
58(3) ー キ ーー キキ 二 キ ー キ ーーー 
65(2) 二 キ ーーー キ キー キキ ーー 
«» 二 エ ーーー ト ーー エキ ーー 一 
135(3) キーーー キ 一 キキ ーー 
WW4G3) 1 ーー デー デ +++ ++ 


Strains 2, 3, 5, 41, 123, 136 and W3 were 
reproducible. 

Table 4. Different inhibition patterns 
observed in 6 strains of Group 2 


(キナ キー キナ キキ ナー トナ ーー) 


Strains Patterns 


42(2) キナ キー キー トキナー キナ キーー 
(3) トト キキ キキ ーー キー 一 
62(2) | キー キー キー キキ ーー 
(3) ー キ + キー キナ + キキ ーーーーー 
78(2) キキ ー キ ー キ キー キキ ーー 
(2 キキ ーー キキ エー キキ ーー 
143(3) キーーーー キ キーーーーー 
144(2) キキ ーー キキ キー キキ ーー 
(3) es 


Strain 101 was reproducible. 


Table 5. Different inhibition patterns 
observed in 4 strains of Group 2 


(deese dete) 


Strains Patterns 

66(2) キーーー キ キー エキ キー 
(3) 4L———c--——cTTT-— 

74(2) キキ ーーー キ キー キキ キー 

146(3) Eee PE 

152(2) | キ + トーーー ト キー キナ キー 
(3) io gi 


な い が 不 一 到 が み ら れ た (EID. すなわち W3 に 対す 
る No. 33, W5: No. 9, 17, 30, 31, 51, 98, 154, 
W6 : No.126, W9 : No. 98, W10 対 No. 154 で は 今回 阻 
止 を 認め な か っ た . 交叉 反応 は 表 11 の 9 カ所 に み ら れ 
た の で ,No.9,30,。 31, 34, 98, 126, 147,154 と 33 ま 


Table g. Cross reactions among strains of 


Group 2 

Producer | Sensitive strains 

strains | 2 3 4135 W4 606 
42 | キキ オー t c 
62 | キー キー + 一 
78 | -=-= -+ + 一 
101 | ーー キー + 一 
143 | ———— + 一 


Table 7. Different inhibition patterns 
observed in 12 strains of Group 3 
(キー キー トナ キー トナ ーー 


se 


1 


Strains | Patterns 
77(2) キー キー デー デー キー キ キーー 
3 | キー キー キー キー キキ ーー 
8002) | キー エキ ーーーー 一 キキ ーー 
(3) キー オキ キー キー キキ キー 
94(2) | キー キキ キキ キー キキ ーー 
1042) . キー キキ トナ トナ キー ナナ ーー 
G) | キー キー キー キー キキ ーー 
106(2 う | キー キキ 二 二 キ ー キ キーー 
107(2) キー キキ エキ キキ 一 キキ ーー 
OR キ + キキ トト キー 二 キキ キー 
109C2) キー キーー キ キー キキ ーー 
€» キー キー キーーー キ キーー 
1212) | ェ ー キ ーー エキ ー キ キーー 
(3) a Ei 
129(2) キー キキ キー キー キキ ーー 
(y 3 キー キー キーーー キ エキ ーー 
1402) /— キー キキ キキ キー キキ ー 一 
(3) + キー キー トー キー キト ーー 
145(2) ーー キキ キキ エーー キ キーー 
(3) ーー キーーー キ ーーーー 一 
GA — エー キーー キ キー キキ ーー 
(3 | | ーーーーーー キーー キ ーー 


た は 51 の 9 株間 に は 交叉 免疫 が 成立 し て いる と いえ る . 
指示 菌 発育 阻止 の 再現 性 検討 成績 : 供 試 芝 株 の 項 で 
の べた よう に , 昭和 44 年 4 月 に la 型 集落 単 個 より 培 礁 
し た 2 本 の 斜面 の うち , 上 述 の 実験 に は 使用 し な か っ 
た 1 本 より 同年 10 月 に ブイ ヨン 培養 を 行ない , ピオ シ 
ン 型 別 を 実施 し た . その 成績 を 95 株 に つい て は 初回 と 
比較 し , 交叉 試験 を 行なっ た 70 株 に つい て は 前 後 $ 回 
比較 し た . 

第 1 回 の 型 列 で 原 表 の 型 と 判定 され た 33 株 の うち 


Table 8. Different inhibition patterns observed 
in 10 strains of Group 3 
(ee 


Strains | i Patterns 
62» | エー ギーー キ ーー キキ ーー 
G) [o キー キーーー キ ー オ エキ ーー 
£0) | EE 
16025 ー キ ー ギ キー キー サキ ーー 
24(2) RE の 
32(2) キー キキ キー キー キキ ーー 
on MTM: MEER 
99020 ^ J ギー キキ キー キー キキ ーー 
G) キキ キー エキ ーーー キ ーー 
G6(2) += +++- 
G) | ーーーー キ ー キ ー キ キーー 
MD ease No あの テー 
W6C2 | 。 - キ ー キ キキ ー キ ー キ キー 一 
B) キー トト ーーー ト ーー トー 一 


Tabie 9. Cross reactions among strains of 


Group 3 except strain 94 as a producer 


Producer Sensitive strains 
strains 129 140 145 6 7 99 
80 — — some Ee dde eere 
104 pe dde deg d d eem 
106 oo ob ー 一 + 一 
7 ご m A 
92. 。 | ep a a a 全 


Strains 104, 106, 107, 121, 129, 145, G4, 6, 7, 
W6 were inhibited by strain 94. 


B2 型 15 株 を 除く 18 株 で は , 非 産生 の 3 株 (No.75, 
142, 148) の み が 同 一 パタ ー ン を 示し , 表 12 に あげ た 
15 株 で は 異な っ た 態度 を 示し , 原 表 の 型 に 該当 する も 
の も な か つた . B2 型 15 株 に つい て は 表 1 に 示し た よ 
うに 交叉 試験 に 併行 し た 型 別 で は No.157 の み が W7 
へ の 態度 に 変化 を 示し た が , 第 3 回 で は 表示 の 10 株 で 
か な り の 変動 が み ら れ た . 

交叉 試験 第 2 群 の うち 12 株 の 群 で は 表 3 の 5 株 で 作 
用 域 の 縮 少 が み ら れ , 2 回 目 に も 変化 が あっ た No.65 
で は さら に 狭く な っ て いた . 6 株 の 群 で は No.101 の 
み が 3 回 合致 で 残る 5 株 で は 表 4 の よう に な り , 1, 
2 向 は 合致 し た No.143 を 除く と , No. 42,78 以外 で は 
3 回目 の 方 が 作用 域 が 后 か っ た . A 株 の 群 で は ( 表 5) 


Table 10. Different inhibition patterns obser- 
ved by the second and the third typing of 
Group T psi pude se 


Strains | Patterns . 
92,3) キキ キーー キ キー エキ ーー 
WQ) | キト キキ ーー キナ キー トキ ーー 
G) MEE o a a 
30(2,3) es 
31(2,3) NN ああ SSD 
33(2) n Upper cpi 
5102) M despectus 
(3) | a ess 
98C2) | キキ ーー キキ ーー キー 一 
3② | キキ キー オ キーーー キ ーー 
12602) | + ナナ キー ナー ナー トーー 
(3) - 二 キキ ー キ キキ ーー キーー 
154(2) | キキ ーー キキ ー キ ーー 一 


Strains 34 and 147 were reproducible. 


Table 1]. Cross reactions among strains of 


Group 4 

Producer Sensitive strains 

strains 17 51 147 
30 E = em 
31 de — = 
17 a + F 
33 = = UN 
34 E 5 = 
51 a = a 
147 | F = — 
154 + x s 


No.74 が 1, 3 回 , No.146 が 1 , 2 回 と 合致 , 残 る 2 株 
で は 各回 異な っ て いた . | 

第 3 群 の 12 株 の 群 で は 表 7 の よう に No. 94,1063 
1, 3 回 に 合致 し た ほか は 各回 異な り , う ち 5 株 で は 3? 
lal H OZ 23 BzRESICON S 62:3) 05:82» 7-. 同 
10 株 の 娠 で は (X8) No.6, 99, G6, W6 を 除い て は 
2 回 合致 し , 1 , 3 回 の 合致 4 株 , 1, 2 回 2 株 で あ 
ey . 

第 4 群 11 株 の うち No. 34,147 で は 3 回 合致 , 残る 
9 株 で は 表 10 の よう に No.33, 154 が !, 3 回 に 合致 
し た は ほか は 1 回目 と は 異な っ た 態度 を と り , No.9, 30, 


緑 騰 菌 の ピオ シン 弄 別 に 関す る 研究 


Table 12. Different inhibition patterns obser- 
ved in 18 strains which showed Wahba's types 


in the first typing (except Type B2) 


Strains Patterns | Type 
96 キー キー キキ キーー ャ ーー 1 BI 
97 RR Bl 
76 os sks i i 8 
87 キキ ーー キキ ー キ エキ ーー ! B4 
133 キキ ーー キーーーー テ エー 一 K 
Jur. ^ RE L 
A eraan cec c xXx) 
122 | ————————-— キーー L 
BE d ubesiosccueeudcster hd 
108 | ———-—-— —— eH 
2b | ニー ミニー ーーー ニ ーー キー | NT 
の の perm c quee NE 
69 e (ONT 
G3 | ーーーーーーーー 一 キーー | NT 
G7 | ーーーーーーーーー etes | NT 


Non-producers 75, 142 and 148 were reprodu- 
cible. 


* 


この 実験 で は 2 報 と 同じ 方 針 で , DEAD Oa RC] 
集落 より の 斜面 培養 を 用 い , Darrell-Wahba 法 に 対 
する 検討 を 試み る 予定 で ちあ ちっ た . し か し 諸般 の 事情 か 
b, 0 株 に つい て は 1 ヵ月 以内 に 再 型 別 と 交叉 試験 が 
実施 され た が , 約 6 カカ 月 後に 残る 95 株 の 再 型 別 と 前 記 
70 株 の 第 3 回 型 列 が 行なわ れ た . そ と で 1 , 2 報 (19 
71) また は 古川 (1970) の 経験 か ら 推測 する と 良好 な 
粘 灯 は 期待 で き な い と は 思わ れ た が , まず 再現 性 に 関 
し て 考察 を すす め る 。 

3 回 型 別 きれ た 70 株 に つい て の 結 胡 を まとめ る と , 
各回 の 成績 が 合 苑 し た の は 1 君 5 株 , 2SEBFk, 4AIE 
2 株 の 15 株 で あり , この ほか に 1, 2 回 が 合致 し た の 
は 1 群 9 株 , 2 群 6 株 , 3 群 2 株 の 19 株 , 1, 3 回 は 
2 群 1 株 , 3$ 群 6 株 , 4 娠 2 株 の 9 株 , 2, 3 回 は 1 
TE LRE AR IRODAT E o T, 残る 25 株 は 毎回 異 
No だ ただ /W メ の ー ン を し た 。、 そ て です 周 の うち 2 の 合 
致 を 再現 性 あり と する と 970 株 の うち 45 株 (64.522) と 
な り , 店 川 の 95 株 中 60 株 (65.2922). と は ば 同率 で あつ 
た 。 し か し これら 70 株 は 初回 に 比較 的 多数 株 が 属し た 
PERO SC35 900, 完全 な 意味 で の 同率 と は いえ な 
v. この 45 株 の うち 2, 53 回目 合致 の 4 株 を 除く 41 株 


31 の 3 株 で は 2, 3 回 の パタ ー ン が 同一 で , し か も と 
の 5 gll UR&EEA ZR U7z. 

表 15 に は 以上 で ふれ な か っ た 77 株 に つい て , 第 1 回 
29 S CBE LEER OIE 2» o 72 8k JO PEERS SIIBIC, し か も 
その 際 同 一 パタ ー ン を 示し た も の は 列記 する 方 針 で , 
2 回 の 成績 を まとめ て 示し た . 2 回 の 成績 が 合致 し た 
の は , 表 の 順に No.11 ,93, 130, 10, 46, 71, 72, 158, 
54, W7, G1, 64€, 同一 態度 を 示す 26, 28, 50, 158 
生け 

< 対 し て の 阻止 態度 に 変化 が あっ た が , その うち 
No.19 と 59, No.83 と 91, No.124 と G5 で は 変動 を 
る 含め て 合致 し て いた 。 


a— 


EE 


は , 初回 の パタ ー ン の と お り に 型 絢 きれ た と と と な る 
の で , 菌株 の 保存 期間 に より 再現 性 は か な り 低 下す る 
も の と み ら れ た . 前 述 の よう に 約 6 カ月 後に 再 型 別 き 
れ た 残る 95 株 の うち 2 回 の 成績 が 同じ で あっ た の は 

初回 と と も に 非 産生 の 3 株 と 表 18 の 説明 の 項 で 列記 し 
た 16 株 の 計 19 株 20.0%) に すぎ な か っ た . この 率 は 
3 回 実施 され た 株 の うち これ と 比較 で きる の が , 3 回 
合致 の 15 株 と 1, 3 回 合致 の 9 株 , 計 24 株 (54.2%) 
で あっ た の に 比 し て も か な り 低 率 で あっ た . 

1969 年 発表 きれ た Zabransky and Day の 論文 で 
は 指示 菌 の うち Ws と W7 は 同一 株 と の 見 解 か ら ws 
の み を 用 い , Darrell and Wahba (1964) の 表 に も 
含ま れる W9 ま で の うち W7 と W9 を 除く 7 線 で 同 表 を 
利用 , さら に 一 部 変更 し て Mayo pyocine types を 
設定 し , W9-W12 は 必要 に 応じ て subtype の 決定 に 
用 いて いる . また その よう に し て も を も 供 試 茶 の う ち 2.2 
は 再現 性 が な く variable type (VT) で あっ た と 
の べ て いる . われ われ の 結果 で は WS と W7 に 対す る 
成績 に 差 を 認め る の で , W7 も 考 成 に 入れ つつ , 前 後 

2 回 Mayo types ( ド 型 」。D 弄 に つい て は 本 文中 に 指 
摘 が な い の で Darrell and Wahba RARE) に 合 


9 内 BR XE 郎 * 岩 


永 md Xo 
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.. Table 13. Results of remaining strains. 
1 
Str. | Patterns Str. Patterns Str. | Patterns 
PEE CM. 13| 上 2 二 二 エーーー オ ーー 9 Eee の bs 
29 キナ + キ 1 ユ 1 キキ ー キ ナー+ 39 キキ キーー 十 1 一 一 上 ーー 111| エキ ーーー 十 1 1 一 一 ーー 一 
SE 45| 1 1 トー キキ エーーー キーー 113 4p ———441————— 
137, 255:3 c psu Rs 
T UFU mu MENORES T1T—2—2—1--44 
キー1 圭二 1 十 士 十 十 
| 198 audies E E Luo の で で dps esum 
108 4 — + 11 i aka i 十 
UT c RTR iE 
37 11 I TENA 
填 士 士 1 1 二 二 一 十 十 G8 
53. ++ 1-H E LS ET e 
お PB お 
79 -pp—1-c4d-—-441-— Rs 
134 一 二 キ ー キ 1 キーー オ ーー 14 キーー1 一 ーーーー キーー 
ll 上 キーー キ キー キー 十 138 2 ナー ナ + ナナ ーー キー 一 125 一 ーーー1 一 一 一 キー 一 
1 ワー キー 二 1 キー キキ キキ ーー 560 一 2 キー キキ キー キ 1 ーー 128| 22 2+2 1 一 一 一 エキ ーー 
m LA E Ur NE 114 ーー エー エナ キー トナ トーー 159 エキ エーーー キー1ーーーーー 
V E MOR ER c MOS pa a 
"M aa speeds WS c4 ———1——cTF—-4 GU, 一 キーーー キ エキ ーーー 一 一 
SN SPP si W8 上 2 二 十 2 二 ーー キーー EE E EE p 
Oa tle 
a E acd a 12 deduce d esaet uei 
Ba dore EieuE nt E E [cpu EOE pee 
ECU "ME NM IE MEE n PRESE peine 
T NE EE AE E ETE 55 一 上 1 一 1 1 一 一 一 エーー 124 一 キーーー1 一 一 ーーーー 
" EE NE 88 2A eppure cepe G5 ー ト ーー 一 1 Rm 
i RNN こっ 60 Er p 紀 aa 
40 ee Ee cdo eos 105 0 1 一 1 2ーー 生ま の em 
a Os EA EN UR rd 
Diea 宙 で デマ MO 50 一 ーーーー ニ ーー 一 キーー 
W12 キキ 一 土 2 上 一 キキ 一 一 35| 2+—+2 2——++2— 153, 一 ーーーーーーー 一 penes 
Vitb RESE ER P Se 141| ————— 1 一 一 一 2 一 一 


1 and 2 in "Patterns" indicate that inhibition was observed in the first and in the second typing. 


MTAA YERLAR LTA t XL 3 一 c, $[n735jO 0 Bk C ZSIR W n TRE ES 8 株 増加 
5, 7, 8, 10 12, 182 KD, 1 群 の うち 14 株 は B 型 , 2 し , 2 回 型 別 の 95 株 で は 20 株 と 1 株 の 増加 が あっ て , 


群 の うち 12 株 群 の 11 株 と 4 株 群 の 2 株 が 『 型 , 


5 R0 


73 株 が 13 種 の パタ ー ン を 示し た . 


それ ぞ れ の 群 の 8 株 ずつ が D 型 , 4 群 の うち AXRISB7U, 
さら に 表 13 の No.90, 93, 46 が D 型 。No.130 が B 型 
No.64 が P 型 と な り , 集計 する と B 型 19 株, D 型 19 株 , 
F 型 13 株 ,P 型 1 株 と な る . と の ほか に 少な く と も 2 回 の 
29 包 の が 合 放 し た も の と し て は dM pee 
5 株 (No.9, 10, 11, 30, 31), W11 の み を 阻止 し 
た 4 株 CNo.26, 28, 50, 1535, 非 産生 の 3 株 (No.75, 
142, 148), ++—++++— 2k (No. 101, 143), 
キキ キー キキ ーー2 株 (No. 157; 158), 4---4- —- — 
エー2 株 (No.71,72), 一 上 エー キキ エー1 株 (No. 
_ 5, W1, W2 阻 止 ] 株 (W7), W2, WGBBiE lk 
(G1) の 9 種 で あっ た . 結局 W1-W8i に より 型 別 す る 


ER 9 表 を 通 覧 する と , W5 と W7 が 常に 同一 結 
洒 を 示す と は いえ ず , WS の み を 加え た 7 株 に よる 
Mayo 方 式 に は 古川 と 同様 疑問 を も つも の で ある . し 
か し 第 3 群 CET 8) で み ら れ た 成績 の 変動 に Mayo 
方 式 に よる W4, W6 不定 の D 型 を 適用 する と 22 株 の 
うち 16 株 が それ (に 該当 し た . また 交叉 試験 と 併行 実施 
し た 第 2 回 型 別 で 少な く と も 9 種 の パー タン が み ら れ 
た に か か わら ず , 個々 の 株 と し て まで は 一 致し な い が 
同数 の 16 株 相互 間 に 交 叉 反応 が な か っ た の は , WA, 
W6 に お ける 変動 性 を 認め た 型 設定 に 支持 を 与え る も 
の と も 考え られ た . し か し 一 部 の 指示 菌 対 する 成績 
に 不定 を 認め ぬる と と だ 対し て は より 充分 の 検討 を 要 す 


GB OrÉd zB 2 WD J 


る と 考え る . 

各 群 に つい て の 交叉 試験 の 結果 , 中 に 15 株 の うち 11 
株 , 22 株 の 17 株 , 22 株 の うち 16 株 前述 う , 11 株 の 9 株 
それ ぞ れ の 間 に 反 応 を 認め な か っ た . と の うち 2 R, 
3 群 の 成績 より する と 類似 許 の 統合 の 可能 件 が 示さ れ 
て いる と み ら れ た . また 逆 に 指示 附 に 対し て は 全 < E 
じ パ ター ン を 示す 株 の うち (と 交叉 反応 を が す も の が 存 
在 す る と と は , 現行 指示 菌 に よる 分 型 に 対し て , より 


cns QU c ME は 45 株 に 
再現 性 を 認め , B 2 型 14 株 の ほか に は 原 表 の 型 を 示す 


i それ ぞ れ 11 株 , 6 株, 4 株 , 3 株 , 2 株 , 


2 株, 2 株 , 1 株 の 属す る 8 種 の パタ ー ン が み ら れ た . 

2) 約 6 カ 月 の 間 を お も いて 2 回 型 別 し た 95 株 で は 19 
株 の み が 再 現 性 を ボ し , 非 産生 の 3 株 , WI00 [EIL 
の 4 線 を 除い た 12 株 で 11 種 の パタ ー ン が み ら れ た . 

z) Mayo types を 適用 する と 3 回 型 別 し た 70 株 の 
うち 53 株 に 一 応 再 現 性 を 認め ,B 型 1g 株 ,D 弄 16 株 , F 
弄 13 株 と , 5,2, 1 株 の 属す る 3 種 と な り , 2 回 型 列 の 
95 株 で d Ue E p 


細分 を 検討 する 必要 が ある と 考え られ た . 
Darrell-Wahba, Gillies-Govan 両 法 の 比較 , き 
ら に は いずれ か の 実用 化 の た め に は , 古川 の 第 4 実験 
で の み 行 な われ た よう に , 両 法 の 同時 実施 が 必須 と 孝 
えら れる . そ と で 個々 の 旋法 に 対す る 妃 試 旋 至 検 詩 は 
i vss ] で 一 応 終 了 す る と と と し , 以降 の 実験 

は 両 法 併 試 を 原則 と する 方 針 を 定め た . 


ZA. 
am 


d. ] 株 , 7 株 が W1-W8 に 非 作用 の ほか は , 2 株 す つ 
ec i i NM UM 
4) Ws と W7 は 原 表 の パタ ー ン に 対す る 意味 は 
し く , KERORA b MEEN ee 
っ た が , 人 分離 株 産生 ピオ シン の うち か な り の も の で 両 
株 に 対す る 態度 が 異な っ て いた . そこ で W5 の み を 利 

用 し た Mayo 方 式 に は 無 条 件 で は 賛成 で き な い . 

5 ) 第 1 回 型 別 で 比較 的 多数 株 が 同一 また は 近似 の 
態度 を 示し た 4 菩 で は , それ ぞ れ 所 必 株 の か な り の 部 
分 に 交叉 反応 を 認め な か っ た . 


り に 下 師 青木 義男 名 準 教授 の 御 指 導 と 御 校 関 に 深謝 教 し ます . 
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